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時間外診療における二次救急の現状に関するアンケート

１．調査目的 時間外診療における二次救急の状況を把握

することを目的とした。

２．調査客体 全国の救急告示病院で全日本病院協会会員

病院を客体とし、客体数を1，052病院とした。

３．調査内容 地域の全体像、初期救急・二次救急・三次救

急との連携・救急搬送の状況について調査。

４．調査期間 平成20年3月29日に調査票を客体へ送付し、

平成20年5月10日までに報告をもとめた。

５．調査方法 調査票を客体病院へ送付し、自計記入後返送

６．調査の回収 有効回答病院は380 回答率は36.1％
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各都道府県の全搬送人員総数に対する
私的病院（救急告示）搬送人員数の割合
※総務省消防庁「平成１９年度版 救急・救助の現況」P60別表６より作成
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全体像



医師数別の搬送数分布（年間）

※１０人以下が50.9％（193病院）、１１～２０人が23.5％（89病院）

⇒20人以下が74.4％（282病院）であり、貢献は驚異的。

※搬送数500件以下が53％ ⇒集約化に向かうか否か。



病床数別の搬送数分布（年間）
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活動している

医師会と初期救急

【医師会の活動】 【かかりつけ機能】

※医師会はクリニックが主体だが、初期救急については活動が弱く昨今
のRMから空疎化している。



医師会と民間病院

【病院部会】 【民間病院の意向】

※医師会に病院（民間）の声が反映されていない。



二次救急に対する補助金

【配分基準】 【配分は適切】

※武士は食はねど高楊枝

※一般財源化・・・地方自治の総合力・・・提言
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救急医 総合医

※専門医制度の見直し

※国民は専門医を求める
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三次救急

※全ての超高齢者に集中治療⇔単純な生命至上主義

※看取り － 尊厳死
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搬送困難



搬送困難の都市規模別傾向

搬送困難
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搬送困難

※悪循環 － 救急崩壊
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搬送困難



救急医療の今後のあり方に関する検討会

中間取りまとめ

平成２０年７月３０日

厚生労働省

第３検討事項

１．救急救命センターに対する新しい評価について

２．救急救命センターの整備のあり方について

３．第二次救急医療機関の状況及び今後の整備について

４．特定の診療領域を専門とする医療機関の位置付けについて

５．救急搬送における課題と円滑な受入れの推進について


